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筑 後 川 シリーズ山城
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土砂が川に流入して
　船を降ろすことが出来なかった

●発行日：令和元年（2019年）７月１日　　●発行場所：朝倉市・朝倉市環境アクション協議会　かべ新聞編集委員会　〒838-0062 福岡県朝倉市堤４-６　電話 0946-22-1111（朝倉市 環境課）　　●印刷：イーアス福岡㈱

かん
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掲示期間　令和元年７月１日～令和元年１０月３１日まで

毎月

週間

きららちゃん

は第２週

お知らせ
「かべ新聞第２３号（平成２９年７月１日号）」
について、災害が発生したため配布できませ
んでした。今回、その時の記事を一部再掲し
ています。

　朝倉青年会議所が音頭をとり、平和実行委員会、
一般公募、小学校、コミュニティ等で紫陽花やシロ
ツメクサ等の植栽を行いました。
　岩下部会長より「この頓田の森へ来て、あたりま
えの幸せを感じ、“平和の大切さ”を次世代の子ど
もたちに伝え、大きな変化をもたらす気づきの場
所としてくれたらと考えています。」と挨拶があり
ました。

　鵜飼の鵜は、河鵜ではなく、海鵜を捕獲
し、時間をかけて川にならし漁を行います。
海鵜は、喉が大きいのでたくさんの魚を飲み
込むことができます。鵜飼は、５月２０日から
９月下旬まで行われます。

災害後

現　在
かわ

　原鶴温泉花火大会（５月下旬頃）は、
鮎漁の解禁日以降に行われる夏の風
物詩です。三千発の花火が初夏の夜空
を彩り、多くの見物客で賑わいます。
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　古処山山頂（標高859ｍ）一帯に広がっていた戦国時
代の山城で、筑前の中・南部の一帯を支配した秋月氏の
本城でした。
　登山道の８合目には、一日千人の兵の喉を潤したと
いわれる「水舟」と呼ばれる湧水のある場所があり、山
の頂上近くには、大きな岩の「大将かくし」や「奥の院」等
があります。
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朝倉青年会議所の創立５０周年記念事業

頓田の森平和花園

受け継がれる自然の恵み
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原鶴マスコットキャラクター

「つる姫ちゃん」


